
   

 

 

 

  

令和 2 年 3 月 
沖 縄 気 象 台 



 

まえがき 
沖縄気象台では、台風や、短時間に起こる強い雨や風、また、高温・低温、

少雨（干ばつ）・長雨、日照不足など平年から隔たった天候に起因する農業災

害を防止・軽減するため、様々な気象情報を発表しています。 

これらの気象情報を、沖縄県内で実施されている農業技術指導などの営農対

策に一層役立てていただくため、このたび「農業に役立つ気象情報の利用の手

引き」を作成しました。 

本手引きでは、沖縄地方を対象として、沖縄気象台が「どのような情報をい

つ発表するか」や「農業災害が発生しやすい気象条件」などを取りまとめてい

ます。また、営農対策の計画的な実施の参考となるよう、「気象データ等の情

報の入手先」なども合わせて掲載しています。 

本手引きが、沖縄気象台の発表する気象情報を利活用するための一助となり、

農業災害のさらなる防止・軽減につながることを期待しています。 

 

 

 

 

  
更新履歴 

発行日 更新履歴 

平成 30 年 3 月 初版 

令和 2年 3月 第 4.5 節、4.6 節、第 8章を新規追加。第 3、4、5 章を最新の情報に更新。 
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1 

１ 沖縄地方の平年の天候について 

ある地域における数日間以上の平均的な天気の状態を、「天候」と呼びます。 
この章では、沖縄地方の平年の天候について説明します。 

 

 

 

沖縄地方は、日本列島の南西端、およそ北緯 24 度から 28 度まで、東経 122

度から l32 度までに位置し、49の有人島とその他多くの無人島からなり、北西

は東シナ海、南東は太平洋に面し、東西約 1000km、南北約 400km にわたる広さ

を有しています。 

沖縄地方の気象情報は、いくつかに区分された地域（例えば、沖縄本島地方、

大東島地方、宮古島地方、八重山地方など）に対して、それぞれを担当する気

象台から発表されています（第 1.1 図）。 

 

第 1.1 図 沖縄地方の地勢と予報区分 

 

  

１．１ 沖縄地方の地勢と予報区分 
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沖縄地方の気候は、近海を黒潮が流れる暖かい海に囲まれて海洋の影響を強

く受けます。第 1.2 図に沖縄本島地方の那覇の気温、降水量、日照時間の月別

平年値を示します。国内の他地方と比べると、高温・多雨・多湿で、気温の年・

日較差は小さい傾向にあり、年間を通して温暖な気候となっています。しかし

四方を海に囲まれている影響で、夏季でも猛暑日（日最高気温が 35℃以上）と

なることは稀です。降水量は、梅雨時期（5 月～6 月）と台風の影響を受けや

すい 8月から 9月にかけては多い一方、梅雨明け直後の7月と冬（12月～2月）

の降水量は少なく、特に冬は 1か月間に 100mm 程度と最も多い月に比べ半分以

下となります。日照時間は、晴れの日（日照率が 40％以上の日）が多い 7月に

最も多く、曇りや雨の日が多い 2月には最も少なくなります。大東島地方、宮

古島地方、八重山地方の平均気温、降水量、日照時間についても、概ね同様の

特徴が見られます。 

 

 

第 1.2 図 那覇の月別の気温・降水量・日照時間の平年値 

 

  

１．２ 沖縄地方の平年の天候の特徴 
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季節が春に変わると、西高東低の「冬型の気圧配置」は長く続かなくなり移

動性高気圧と低気圧が交互に東シナ海を東進するようになります。低気圧の通

過前には南からの暖かい空気が流れ込み、通過後には北からの冷たい空気が流

れ込むため、気温の変動が大きくなります。また、低気圧に伴う前線の通過前

後は風が強まります（第 1.3 図）。 

春先には、東シナ海に発生した低気圧が急速に発達しながら沖縄付近を通過

することがあります。発生時期が旧暦の 2月（新暦では 3月）頃であることと、

風の廻り（風向の変化）が早いことから、沖縄では「ニングヮチ・カジマーイ

（二月風廻り）」と呼ばれています。3月は、数日の周期で寒暖の変動を繰り返

しながら、次第に気温は上昇し、4月になると、平均気温が 20℃を超えるよう

になります。5月上旬頃になると、沖縄地方は梅雨入りします。 

 

第 1.3 図 地上天気図（2007 年 3 月 4 日～3 月 5 日） 

低気圧に伴う寒冷前線が沖縄付近を通過し強風が吹きました。石垣島では、3 月 4 日は

最大瞬間風速が 15.8m/s(南)と南よりの風が吹いていましたが、3 月 5 日は前線通過後、

風向きが北寄りに変化し、最大瞬間風速 26.1m/s(東北東)の強い風が吹きました。 

 

  

春（3 月～5 月）の特徴 
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6 月に入ると、梅雨前線の活動が活発になって強い雨が降りやすくなります。

6 月下旬頃になると、太平洋高気圧が強まり、沖縄地方にまで張り出すように

なり、沖縄地方は梅雨明けします。梅雨明け後は、太平洋高気圧の縁をまわる

風と北上した梅雨前線に向かう風が加わり、安定した南寄りのやや強い風が吹

きます。これを「カーチーベー（夏至南風）」と呼びます（第 1.4 図）。梅雨明

け後は、太平洋高気圧に覆われやすく、また、暖かく湿った空気が流れ込みや

すいため、晴れて蒸し暑い日が多くなります。7 月は晴れの日が多く 6 月に比

べると降水量は大幅に少なくなり、他の月に比べ干ばつの可能性が高まる時期

です。8 月になると、台風の影響を受けやすくなり、台風の発生数と沖縄地方

への接近数はともに 1年で最も多く、降水量も多くなります（第 1.5 図）。 

  
第 1.4 図 地上天気図（2012 年 6 月 23 日） 

北上した梅雨前線に向かって夏の到来を告げ

るやや強い南風（カーチーベー：夏至南風）

が吹きました。この日以降、数日間、安定し

た南風が吹き、また高気圧に覆われて晴れる

日が続きました。 

第 1.5 図 地上天気図（2013 年 8 月 12 日） 

太平洋高気圧が日本の南海上にみられます。

沖縄も高気圧に覆われる一方、フィリピン付

近の台風によって、南からの暖かく湿った空

気が流入しています。 この日の那覇は、日中

は晴れて最高気温が33.1℃と高くなりました

が、夕方にかけては大気の状態が不安定とな

り、大雨で雷を伴いました。日降水量は48.5mm

でした。 

 

夏（6 月～8 月）の特徴 
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9 月は、台風の発生数と沖縄地方への接近数が 8 月に次いで多くなっていま

す。また、勢力の強い台風がたびたび沖縄地方に接近しています。秋は、太平

洋高気圧の勢力が弱まり、気温が次第に低下します。10月頃には、秋雨前線が

九州の南側に南下し、大陸の高気圧から季節風が吹きはじめます（第 1.6 図）。

沖縄地方においては、夏の南東季節風にとって代わる北東季節風の初めての吹

き出しを「ミーニシ（新（ミー）北風（ニシ））」と呼びます。この時期は、二

十四節気の「寒露」の頃にあたり、サシバ（渡り鳥）の南下が見られます。そ

の後、次第に北東風が安定して吹き、気温も更に下がり、沖縄地方は冬に向か

います。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1.6 図 地上天気図（2008 年 10 月 11 日） 

大陸の高気圧が沖縄付近まで張り出しています。 沖縄付近は、一時的に冬型の気圧配

置となり、この冷たい高気圧から北東からの季節風が吹きました。 

 

秋（9 月～11 月）の特徴 

2008 年 10 月 11 日 

ミーニシ 
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冬になると、シベリア高気圧が東シナ海付近まで張り出し、沖縄地方は北寄

りの冷たい季節風が吹きます（第 1.7 図）。この季節風は海面を通過する間に

暖められ、水蒸気の補給を受けるため、沖縄地方では曇りや雨の日が多くなり

ます。冬の季節風の風向は、本州では西から北西が卓越しますが、沖縄地方で

は北または北東となります。風向はあまり変化せず、長時間吹き続けるため、

海上では波が高くなる日が多くなります。 

 

第 1.7 図 地上天気図（2011 年 1 月 16 日） 

西高東低の「冬型の気圧配置」となり、日本付近にはシベリア高気圧からの冷たい季節

風（寒気）が流れ込んでいます。このため、沖縄地方では曇りや雨の天気となり、那覇

では最低気温が 9.2℃、最高気温が 12.5℃と寒い日となりました。 
 

 
  

冬（12 月～2 月）の特徴 
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梅雨は、春から夏に移行するときに現れる季節現象です。沖縄地方の梅

雨は本州の梅雨に比べると約1か月早く、平年の梅雨入りは5月9日ごろ、

梅雨明けは 6 月 23 日ごろです。二十四節気の「小満」（新暦の 5 月 21 日

ごろ）と「芒種」（新暦の 6 月 6 日ごろ）は、概ね平年の梅雨期間（梅雨

入りから梅雨明けまでの間）に当たるため、沖縄では梅雨のことを「スー

マン（小満）ボース（芒種）」とも呼びます。 
梅雨入りすると、沖縄付近に梅雨前線が停滞し、この前線に吹き込む南

からの暖かく湿った空気により積乱雲が発生・発達し、大雨や集中豪雨が

引き起こされることがあります。このため、大雨による浸水害や土砂災害

の発生しやすい時期ですが、梅雨明け後の盛夏期に必要な農業用水を蓄え

る時期でもあります。 

地上天気図（2013 年 5 月 23 日：梅雨期間） 

梅雨期間中のこの日（この年の梅雨入りは 5 月 11 日ごろ）は、沖縄地方では、梅

雨前線の活動が活発となって沖縄本島南部を中心に非常に激しい雨が降り、那覇で

は日降水量 204.0mm を観測しました。これは、5 月の 1 か月分の降水量の平年値に

相当します。 

沖縄地方の梅雨について                コラム 
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２ 営農に役立つ気象情報 

 気象台が提供する情報の中には、営農に役立つ様々な気象情報があります。

第 2.1 表に「営農に役立つ気象情報一覧」をまとめました。この手引きでは、

これらの情報について紹介します。 

 
第 2.1 表 営農に役立つ気象情報一覧 

現在 

～１週間先 

◆定期的に発表される気象情報 

地上気象観測（気温、降水量、日照時間、風向・風速、湿度、気圧） 

降水ナウキャスト・高解像度降水ナウキャスト、竜巻発生確度ナウキャスト、 

雷ナウキャスト、降水短時間予報 

天気予報、天気分布予報、時系列予報 

週間天気予報 

◆随時発表される気象情報 

警報・注意報、気象情報（大雨など）、台風情報、竜巻注意情報、高温注意情報 

～１か月先 

◆定期的に発表される気象情報 

2 週間気温予報、早期天候情報（気温）、１か月予報（気温、降水量、日照時間） 

◆随時発表される気象情報 

気象情報（長期間の高温・少雨など） 

～3 か月先 3 か月予報（気温、降水量） 

～6 か月先 
暖候期予報（夏（6 月～8 月）の気温、降水量、梅雨時期（5 月～6 月）の降水量） 

寒候期予報（冬（12 月～2 月）の気温、降水量） 
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沖縄気象台のホームページに、気象情報をまとめています（第 2.1 図）。それ

ぞれの情報には灰色のボタンをクリックするとアクセスすることができます。 

 

 

第 2.1 図 沖縄気象台ホームページのデータリンクのページ 

① https://www.jma-net.go.jp/okinawa/data/ 

 

  

沖縄気象台ホームページ 

https://www.jma-net.go.jp/okinawa/data/%20
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３ 現在から１週間先までの天気を知るには 

 

 

 

気象台などでは気温、降水量、日照時間、風向・風速、湿度、気圧などの地

上気象観測を行っています。また、地域気象観測所（アメダス）でも観測所に

よって観測要素が異なりますが、気温、降水量、日照時間、風向・風速を観測

しています。 

沖縄県内の観測地点数は、気温が 26地点、降水量が 34地点、風向・風速が

26地点、日照時間が 16地点、湿度と気圧が 8地点です（第 3.1 図）。 

 

 
第 3.1 図 沖縄県内の観測地点 

② https://www.jma.go.jp/jp/amedas_h/map65.html 

 

  

３．１ 地上気象観測 

https://www.jma.go.jp/jp/amedas_h/map65.html
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沖縄気象台では、沖縄本島と石垣島に設置した気象レーダーにより、降水の

観測を行っています。 

発達した積乱雲の下では、局地的大雨や竜巻、ダウンバースト等による激し

い突風や落雷などにより災害が発生します。積乱雲の発達や移動については、

積乱雲の規模が小さく発現時間も 1時間程度と短いため、最新の技術によって

も予報が難しいのが現状です。しかし、降水ナウキャスト、竜巻発生確度ナウ

キャスト、雷ナウキャストなどの気象情報を適切に利用することにより、局地

的大雨、竜巻や雷による被害を減らすことができます。 

 

降水ナウキャストでは、3 時間前から現在にかけての雨が降っている場所や

強さを確認することができます。また、1 時間先までの降水量と降水の強さの

予測も 5 分ごとに表示します（第 3.2 図）。高解像度降水ナウキャストは 250m

解像度の細かさで提供し、地図を拡大表示できるなどの便利な機能を使うこと

ができます。 

 

 

第 3.2 図 左：降水ナウキャストの例（沖縄本島地方を拡大） 

③ https://www.jma.go.jp/jp/radnowc/ 

右：高解像度降水ナウキャストの例（沖縄本島地方を拡大） 

④ https://www.jma.go.jp/jp/highresorad/ 

 

 

  

降水ナウキャストと高解像度降水ナウキャスト（5 分ごとに更新） 

３．2 レーダー気象観測と予測 

https://www.jma.go.jp/jp/radnowc/
https://www.jma.go.jp/jp/highresorad/
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竜巻発生確度ナウキャストでは、竜巻の発生する可能性が高まっている領域

や今後の変化を確認することができます。竜巻などの激しい突風が発生する可

能性を、発生確度 1 と 2 で表し（第 3.1 表）、発生確度の 3 時間前から現在の

解析と、1 時間先までの予測を行い、10 分ごとに表示します（第 3.3 図）。発

生確度 2となっている地域では、竜巻などの激しい突風が発生する可能性があ

りますので、急な突風の発生に注意が必要です。発生確度 2が現れている地域

には、竜巻注意情報も発表します。発達した積乱雲が近づく兆しがある場合は

頑丈な建物内に移動するなど身の安全確保に努めてください。 

 

 

第 3.3 図 竜巻発生確度ナウキャストの例（沖縄本島地方を拡大） 

⑤ https://www.jma.go.jp/jp/radnowc/index.html?contentType=2 

 

第 3.1 表 発生確度 

発生確度２ 

竜巻などの激しい突風が発生する可能性があり、注意が必要であ

る。予測の適中率は 7～14％程度、捕捉率は 50～70％程度である。 

発生確度２となっている地域に竜巻注意情報が発表される。 

発生確度１ 

竜巻などの激しい突風が発生する可能性がある。予測の適中率は 

1～7％程度と発生確度２に比べて低くなるが、捕捉率は 80％程度で

あり見逃しが少ない。 
 

 

  

竜巻発生確度ナウキャスト（10 分ごとに更新） 

https://www.jma.go.jp/jp/radnowc/index.html?contentType=2
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雷ナウキャストは、雷の激しさや雷の可能性などの状況を活動度 1～4 で表

し（第 3.2 表）、活動度の 3時間前から現在の解析と、1時間先までの予測を行

い、10 分ごとに表示します（第 3.4 図）。活動度 1 は、「雷可能性あり」で 1

時間以内に落雷の可能性があることを意味します。活動度 2～4 が予測された

場合は、落雷の危険が高くなっていますので、建物の中など安全な場所へ避難

して下さい。 

 

 

第 3.4 図 雷ナウキャストの例（沖縄本島地方を拡大） 

⑥ http://www.jma.go.jp/jp/radnowc/index.html?contentType=1 

 

第 3.2 表 雷の活動度 

活動度 雷の状況 

4 激しい雷 落雷が多数発生している。 

3 やや激しい雷 落雷がある。 

2 雷あり 
電光が見えたり雷鳴が聞こえたりしている。 

落雷の可能性が高くなっている。 

1 雷可能性あり 現在、雷は発生していないが、今後落雷の可能性がある。 
 

 

  

雷ナウキャスト（10 分ごとに更新） 

http://www.jma.go.jp/jp/radnowc/index.html?contentType=1
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降水短時間予報では、目先数時間に予想される雨量分布を確認することがで

きます。6時間先までは 10分間隔で発表され、各 1時間降水量を 1㎞四方の細

かさで予報します。7時間先から 15 時間先までは 1時間間隔で発表され、各 1

時間降水量を 5㎞四方の細かさで予報します。屋外での作業前に雨の有無を知

りたいときなどに利用することができます（第 3.5 図）。 

 

第 3.5 図 降水短時間予報の例（沖縄本島地方を拡大） 

⑦ https://www.jma.go.jp/jp/kaikotan/ 

  

降水短時間予報（6 時間先までは 10 分ごと、7 時間先からは 1 時間ごとに更新） 

https://www.jma.go.jp/jp/kaikotan/
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 天気予報には、「府県天気予報」、「地域時系列予報」、「地方天気分布予報」の

３つの種類があり、5 時、11 時、17 時に発表します。「府県天気予報」は、今

日から明後日までの一日ごとの天気をおおまかに把握するのに適しています。

「地域時系列予報」は、ある地域の天気や気温、風の時間ごとの移り変わりを

知るのに便利な予報です。「地方天気分布予報」は、天気などの面的な分布が一

目でわかるので、例えば、府県天気予報で「曇時々雨」となっていた場合、雨

がどの地域でいつごろ降るのかといったことを把握するのに適しています（第

3.6 図）。 

 

 

 

第 3.6 図 天気予報 

上：府県天気予報 ⑧ https://www.jma.go.jp/jp/yoho/353.html 

左下：地域時系列予報 ⑨ 右下：地方天気分布予報 ⑩

https://www.data.jma.go.jp/fcd/yoho/wdist/jp/ 

 

  

３．３ 天気予報 

https://www.data.jma.go.jp/fcd/yoho/wdist/jp/
気象庁
タイプライターテキスト


https://www.jma.go.jp/jp/yoho/353.html%20
https://www.data.jma.go.jp/fcd/yoho/wdist/jp/%20
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週間天気予報は、発表日の翌日から 1 週間先までの毎日の天気、最高･最低

気温、降水確率を、11時と 17 時に発表しています（第 3.7 図）。天気について

の信頼度は、3日目以降の降水の有無について、「予報が適中しやすい」ことと

「予報が変わりにくい」ことを表す情報で、予報の信頼度が高いほうから順に

A、B、C の 3 段階で表現します。気温については予測範囲を合わせて示してい

ます。 

 

第 3.7 図 週間天気予報 

⑪ https://www.jma.go.jp/jp/week/353.html 
 

 

 

 

  

（参考）信頼度の各階級 
信頼度 内容 

A 
確度が高い予報 
・適中率が明日予報並みに高い。 
・降水の有無の予報が翌日に変わる可能性がほとんどない。 

B 
確度がやや高い予報 
・適中率が４日先の予報と同程度。 
・降水の有無の予報が翌日に変わる可能性が低い。 

C 

確度がやや低い予報 
・適中率が信頼度Ｂよりも低い。 
もしくは 
・降水の有無の予報が翌日に変わる可能性が信頼度Ｂよりも高い。 

３．４ 週間天気予報 

https://www.jma.go.jp/jp/week/353.html
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警報級の現象は、ひとたび発生すると重大な災害のおそれがあり、農業に大

きな影響を与えます。 

明日（24 時間先）までの警報・注意報の内容について、どの時間帯にどの程

度の危険が迫っているかを一目で分かるように示した「危険度を色分けした時

系列」を提供しています（第 3.8 図）。この情報により、自らの地域に迫る危

険の詳細を素早く把握することができます。また、早期注意情報が 5日先まで

に予想されているときには、その可能性を［高］、［中］といった 2段階の確度

で発表します（第 3.9 図）。これにより、事前の対策に利用できます。 

なお、明日までの早期注意情報は、天気予報の発表に合わせて発表し、2 日

先から 5日先までの早期注意情報は、週間天気予報の発表に合わせて発表しま

す。 

 

 

第 3.8 図 危険度を色分けした時系列（那覇市の例） 

⑫ https://www.jma.go.jp/jp/warn/f_4720100.html 

 

第 3.9 図 早期注意情報（警報級の可能性）（那覇市の例、⑫と同ページに掲載） 

［高］：警報発表中、又は、警報を発表するような現象発生の可能性が高い状況。 

［中］：［高］ほど可能性が高くはないが、警報を発表するような現象発生の可能性があ

る状況。 

 

 

３．５「危険度を色分けした時系列」「早期注意情報（警報級の可能性）」 

https://www.jma.go.jp/jp/warn/f_4720100.html
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４ 1 週間より先の天候を知るには（気候情報） 

気象台が発表する情報のうち、1 週間より先の期間を対象とした情報を気候

情報と呼んでいます。ここでは、気候情報のうち、農業気象災害を防止・軽減

するために役立つ季節予報と気象情報（天候情報）について紹介します。 

 

 

 

1 週間より先の天候を知りたい場合は、季節予報を利用することになります。

季節予報には、1 か月予報、3 か月予報、6 か月先までを予報する暖候期予報、

寒候期予報があり、それぞれの期間における気温や降水量などの天候の見通し

について予測しています。 

また、2 週間先にかけての気温の推移は 2 週間気温予報として毎日発表して

います。また、2 週間先までに著しい高温または低温が見込まれる場合には、

早期天候情報を発表して注意を呼びかけています（第 4.1 図）。それぞれの予

報の内容と発表日時は第 4.1 表のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

４．１ 季節予報とその種類 

天気予報と季節予報の違い 
天気予報では「明日は晴れるでしょう」や「明日の最高気温は 25℃です」

といった断定的な予報（決定論的予測）を発表しているのに対し、季節予報

では「今後１か月の平均気温が「高い」確率は 50％です」というように実

際にそうなる可能性がどのくらいかを確率で予測（確率的予測）しています。 
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第 4.1 図 気象台が発表する様々な予報 

 

 

第 4.1 表 季節予報の種類、内容、発表日時 
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 季節予報は、平年と比べてどのような気温や降水量になりそうかという予報

で、「低い（少ない）」「平年並」「高い（多い）」の３つの階級が出現する可能

性を確率で予報しています。階級は過去 30 年の観測値を小さい順に並べて、

小さい方から 10番目までを「低い（少ない）」、11番目から 20 番目を「平年並」、

21 番目以上を「高い（多い）」として、それぞれ 10 年ずつ（33%ずつ）となる

ように決めています。また、早期天候情報では、「かなり低い（少ない）」と「か

なり高い（多い）」という階級を用いて予報します。「かなり低い（少ない）」

と「かなり高い（多い）」は、出現率がそれぞれ 10%となるように決めています

（第 4.2 図） 

 

第 4.2 図 階級区分値の解説 

  

４．２ 季節予報の見方 
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1 か月予報の例を示します（第 4.3 図）。解説資料では予報のポイントや平均

気温、降水量、日照時間、天候などの予報、最近の天候経過などもご覧になれ

ます（第 4.4 図）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
第 4.3 図 沖縄地方 1 か月予報の例（一部省略） 

⑬ https://www.jma.go.jp/jp/longfcst/111_00.html 

 
  

「予報期間」を選ぶと 
その期間に対応した 

予報資料が表示されます 

予報をさらに詳しく
解説します 

第 4.４図参照 

４．3 1 か月予報 

「特に注意を要する事
項」がある場合には、

初めに表記します 

https://www.jma.go.jp/jp/longfcst/111_00.html
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解説資料 
1 ページ目 

 

 

 

 
 

向こう１か月の予測を図で
分かりやすく表示します 

初めに「予報のポイン
ト」をまとめています 

週別に詳しく説明します 
簡潔な要因も付加します 
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解説資料 
２ページ目 

 
 

 
 
 
 
 

グラフから気温の推移 
をイメージできます 

数値予測モデルによる
予報の根拠を示します 

週別の平均気温を図で 
分かりやすく表示します 
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解説資料 
３ページ目 

  
 

 
  

過去１週間の天候
を振り返ります 

第 4.4 図 沖縄地方 1 か月予報解説資料の例 

⑭ https://www.jma.go.jp/jp/longfcst/pdf/pdf1/936.pdf 

https://www.jma.go.jp/jp/longfcst/pdf/pdf1/936.pdf%20
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第 4.5 図 沖縄地方 3 か月予報の例 

⑮ https://www.jma.go.jp/jp/longfcst/111_10.html 

 

 

 

解説資料１ 3 か月予報 

４．4 3 か月予報 

解説資料２ 解説資料３ 

https://www.jma.go.jp/jp/longfcst/111_10.html
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２週間気温予報は、2 週間先にかけての気温を毎日発表しています（第 4.6

図）。この情報は、8～12 日先の各日を中心とする 5日間平均の最高気温・最低

気温を地点ごと（那覇、南大東島、宮古島、石垣島）に予報します。気象庁ホ

ームページ上では、最近 1週間の気温の実況や週間天気予報の気温の予想とあ

わせて表示するため、2週間先まで気温の推移を一目で確認できます。 
 

 
第 4.6 図 2 週間気温予報 

⑯ https://www.data.jma.go.jp/gmd/cpd/twoweek/?fuk=91 

 

  

４．5 2 週間気温予報 

https://www.data.jma.go.jp/gmd/cpd/twoweek/?fuk=91
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平年からの隔たりの大きな天候が続くと、社会に大きな影響があります。2

週間先までに著しい高温や低温が予測される場合、「早期天候情報」を発表し

ます（第 4.7 図）。この情報は、2 週間先までにその時期としては 10 年に 1 度

程度しか起こらないようなかなり高い（低い）気温が予想されるときに、農作

物の管理や熱中症の対策などが早めに取れるよう、6 日前までに発表するもの

です。 

「早期天候情報」は、これまでの「異常天候早期警戒情報」に替わる情報で

す。 

 

高温に関する早期天候情報（沖縄地方） 

令和元年８月８日１４時３０分 

沖縄気象台 発表 

 

沖縄地方 ８月１４日頃から かなりの高温 

かなりの高温の基準：５日平均地域平年差＋０．８℃以上 

 

沖縄地方は、太平洋高気圧に覆われて気温の高い日が続いています。

引き続き、今後２週間程度も気温がかなり高くなる可能性があります。 

農作物の管理等に注意してください。また、熱中症の危険が高い状態

が続きますので、引き続き健康管理に注意してください。 

なお、1週間以内に高温が予想される場合には高温に関する情報を、

翌日または当日に高温が予想される場合には高温注意情報を発表しま

すので、こちらにも留意してください。 

 

第 4.7 図 高温に関する早期天候情報の例 

⑰ https://www.jma.go.jp/jp/soukei/111_000.html 

 

 

  

いつから？ 

注意警戒事項 

４．6 早期天候情報 

https://www.jma.go.jp/jp/soukei/111_000.html
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平年から大きくかけ離れた気象状況（高温、低温、少雨、長雨、日照不足）

が長期間にわたって続き、社会的に大きな影響が予想される場合に、注意を呼

びかけたり、解説したりするための情報です（第 4.8 図）。なお、平年から大

きくかけ離れた気象状況とは、目安として、出現率が 10％以下（その時期とし

て 10年に 1度以下）の現象のことを指します。 

 

長期間の高温に関する沖縄地方気象情報 第 1号 

平成 29 年 8月 3日 15 時 00 分 沖縄気象台発表 

（見出し） 

 沖縄本島地方、大東島地方、宮古島地方では 7月中旬から気温の高い

状態が続いています。この状態は、今後 1か月程度は続く見込みです。

農作物や水の管理に十分注意してください。また、熱中症の危険が高ま

りますの、健康管理に十分注意してください。 

 

 

（本文） 

沖縄本島地方、大東島地方、宮古島地方では 7月中旬から、太平洋高気

圧に覆われて晴れる日が多く、気温の高い状態が続いています。この状

態は、今後 1か月程度は続く見込みです。農作物や水の管理に十分注意

してください。また、熱中症の危険が高まりますので、健康管理に十分

注意してください。 

 

（以下省略：各地の実況を記載） 

第 4.8 図 長期間の高温に関する沖縄地方気象情報の例 

⑱ https://www.jma.go.jp/jp/kishojoho/111_index.html 

  

始まった時期 

今後の見通し 

要因 

注意喚起の記述 

４．7 社会的に影響の大きい天候に関する気象情報（天候情報） 

https://www.jma.go.jp/jp/kishojoho/111_index.html
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 高温に関する気象情報は、1週間から 2週間先を対象とした情報から当

日を対象とした情報までを順次発表し、農作物の管理や熱中症への注意を

呼びかけます。具体的には、「高温に関する早期天候情報」や「高温に関

する沖縄地方気象情報」が発表された場合は“事前の対策”の判断に活用

できます。毎日発表される「2週間気温予報」では 2週間先の高温の程度

や時期を確認することができます。また、「沖縄地方高温注意情報」や「府

県高温注意情報」が発表された場合は“直前の対策”に活用できます。 

 

高温に関する気象情報の発表形態と活用の概念図 

（青字は高温発生までの予想期間） 

 

高温に関する情報は次の３種類です。 

① 高温に関する早期天候情報 

情報の発表日の 8日先から 12 日先を中心とする 5日間平均気温が「か

なり高い」となる確率が 30％以上と予想される場合には、「高温に関する

早期天候情報」を発表します。 

② 高温に関する沖縄地方気象情報 

2日先から7日先までの期間で最高気温33℃以上が2日以上続く予想の

場合には「高温に関する沖縄地方気象情報」を発表します。 

③ 沖縄地方高温注意情報・府県高温注意情報 

沖縄地方高温注意情報の場合は翌日に、府県高温注意情報の場合は当日

に日最高気温 33℃以上が予想される場合に発表します。 

高温に関する気象情報           コラム 
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５ 台風 

 

 

 

熱帯で発生した台風は、太平洋高気圧の周辺に沿って発達しながら西に進み

ます。8 月から 9 月は、台風発生数と沖縄地方への接近数が 1 年の中で最も多

い時期です（第 5.1 図）。また、8月から 9月の台風は、太平洋高気圧の縁に沿

って勢力を強めながら西進し、沖縄付近で速度を落とし転向（進行方向を変え

る）しやすくなります。このため、沖縄地方は最盛期の台風の通過により、数

日間にわたって影響を受けることが多くなります。 

 

 

 

 

 

第 5.1 図 上：台風発生数と沖縄県への接近数の平年値（1981 年～2010 年の平均値） 

下：北西太平洋域における 8 月～9 月の台風の進路の模式図 

５．１ 台風の進路や発生数の特徴 
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台風情報は、台風の実況と予報からなります。気象庁は 1日（24 時間）先ま

での予報を 3 時間ごとに発表し、さらに 5 日（120 時間）先まで予報を 6 時間

ごとに発表しています（第 5.2 図）。破線の円は予報円で、台風の中心が予報

円に入る確率は 70％です。予報円の中心を結んだ白色の点線は、台風が進む可

能性の高いコースを示します。ただし、必ずしもこの線に沿って進むわけでは

ないことに注意してください。 

さらに、日本に大きな影響を及ぼすことが見込まれる場合には、1 時間ごと

に台風の実況と 1時間後の推定位置を、3時間ごとに 24 時間先までの予報を発

表します。また、「暴風域に入る確率」を棒グラフと分布図で発表します（第

5.3 図）。 

 

 
第 5.2 図 台風情報の例 台風経路図 

⑲ https://www.jma.go.jp/jp/typh/ 

５．２ 台風情報 

予報円の中心 

予報円 

暴風警戒域 

暴風域 

強風域 

（参考）台風情報で用いられる用語 
予報円  70％の確率で台風の中心が位置すると予想される範囲 

強風域  10 分間平均風速で 15m/s 以上の風が吹いているか、吹く可能性がある範囲 

暴風域  10 分間平均風速で 25m/s 以上の風が吹いているか、吹く可能性がある範囲 

暴風警戒域  台風の中心が予報円内に進んだときに暴風域に入るおそれがある範囲 

 

https://www.jma.go.jp/jp/typh/
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第 5.3 図 台風情報の例 暴風域に入る確率 

 上：棒グラフ（与那国島地方）の例 下：分布図 

⑳ https://www.jma.go.jp/jp/typh/typh_wstorm.html 

 

 

 

 

  

（参考）台風の暴風域に入る確率の入手方法 
台風情報のページから情報選択の

プルダウンで「台風の暴風域に入る確

率（地域ごと時間変化）」または「台

風の暴風域に入る確率（分布表示）」

を選択してください。 
 

https://www.jma.go.jp/jp/typh/typh_wstorm.html%20
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台風の勢力を示す目安として、風速をもとにして台風の「大きさ」と「強さ」

を表現します。「大きさ」は平均風速が 15m/s 以上の領域（強風域）の半径、「強

さ」は最大風速を基準にしてそれぞれの表現を決めています（第 5.4 図）。 

 

大きさの階級 

平均風速１５m/s 以上の強風域の半径 

表現なし  ５００km 未満 

大型（大きい）  ５００km 以上 ～ ８００km 未満 

超大型（非常に大きい）  ８００km 以上 

 

強さの階級 

台風域内の最大風速 

表現なし  １７m/s 以上 ～ ３３m/s 未満 

強い  ３３m/s 以上 ～ ４４m/s 未満 

非常に強い  ４４m/s 以上 ～ ５４m/s 未満 

猛烈な  ５４m/s 以上           

第 5.4 図 台風の大きさと強さ 
  

５．３ 台風の大きさと強さ 
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台風の接近などによって、暴風や大雨等による災害が発生するおそれがある

場合には、警報や注意報などの様々な防災気象情報を段階的に発表していきま

す。警報や注意報は、防災対応が可能な時間的余裕を見込んで、現象発生の 3

～6 時間前に発表します。ただし、短時間に激しく降る大雨については、予測

精度を確保するため、現象発生の 2～3時間前に発表します（第 5.5 図）。 

 

第 5.5 図 台風時の防災気象情報発表の流れ 

 

 

  

５．４ 台風時の防災気象情報発表の流れ 
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６ 農業に影響を与えた気象条件と過去の事例 

 顕著な農業災害は主に、台風、少雨（干ばつ）、長雨、高温、低温等によっ

て起こります。中でも台風は、勢力が強い状態で沖縄地方に接近することが多

いため、最も大きい影響を及ぼす現象です。一方、台風がもたらす雨は貴重な

水資源であり、夏季において広範囲にまとまった降水が期待される現象は、大

半が台風となります。太平洋高気圧に覆われ続けて台風による降水が少ない状

態が続くと干ばつとなり、農業は大きな被害を受けます。 
 
 

 
2011 年の台風第 2 号は 5 月 28 日 15 時には、中心気圧 940hPa、中心付近の

最大風速 45m/s の非常に強い勢力で宮古島にかなり接近し、同日 21 時には久

米島の西の海上を北上しました。5 月 28 日 09 時から 29 日 09 時の 24 時間に

1200km 進んだことになるので、この間の平均速度は約 50km/h となり、かなり

速い速度で進んだことが分かります（第 6.1 図）。 

台風の速度が速かったことから、各地で風が急激に強まりました。また、沖

縄本島地方では、雨が比較的少なかったことから生育期の農作物に塩害が広が

り、台風による沖縄県の農林水産被害額は当時の過去最高を記録しました。 
 

 

第 6.1 図 2011 年台風第 2 号 

左：台風経路図 右：気象レーダー（降水強度） 2011 年 5 月 28 日 21 時 

６．１ 台風（2011 年 5 月 28 日～29 日）の例 
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2013 年は、沖縄地方は 6月から 9月にかけて、太平洋高気圧に覆われて晴れ

の日が多く降水量の少ない状態が続きました（第 6.2 図）。特に 7 月は沖縄本

島地方と大東島地方に台風の接近が無かったことから顕著な少雨となり、那覇、

久米島及び南大東島では 7月の月降水量の少ない方からの極値を更新し、少雨

の状態は9月まで続きました。沖縄本島地方、宮古島地方及び大東島地方では、

さとうきびのロール現象や枯死が発生しました。沖縄気象台では「少雨に関す

る沖縄地方気象情報」を発表して、農作物や水の管理に十分注意するよう呼び

かけました。 
 

第 6.2 図 2013 年 7 月の沖縄付近の大気の流れ 

 

  

６．２ 少雨（2013 年 6 月～9 月）の例 
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2016 年 1月は、沖縄の南で高気圧の勢力が平年に比べて強かったため、沖縄

地方はその高気圧の縁をまわる南からの暖かく湿った空気が流れ込みやすい

状況となりました（第 6.3 図）。このため、沖縄地方は低気圧や前線、湿った

空気の影響を受け、この年、県内の多くの観測所で 1月としての月降水量の多

い方からの極値を更新しました。この長雨と日照不足の影響で、さとうきびの

糖度低下や収穫遅れが起こりました。また、稲苗やマンゴー、オクラ等の園芸

作物に生育不良がみられました。沖縄気象台では「長雨と日照不足に関する沖

縄地方気象情報」を発表して、農作物の管理に十分注意するよう呼びかけまし

た。 

 

 

 

第 6.3 図 2016 年 1 月の沖縄付近の大気の流れ 

 

  

６．３ 長雨と日照不足（2016 年 1 月）の例 
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 2015 年 11 月は、沖縄地方は南からの暖かい空気に覆われる日が多く、高温

となりました。11 月の平均気温は統計を開始した 1946 年以降最も高くなり、

記録的な高温となりました。 

 高温となった要因は、エルニーニョ現象の影響で熱帯の海面水温が太平洋の

日付変更線から東部にかけて平年より高くなり、この付近では積乱雲の発生が

平年より多い一方、フィリピン付近の積乱雲の発生は平年より少なくなってい

ました。このため、沖縄地方へは南から暖かく湿った空気が入りやすくなった

ことが挙げられます（第 6.4 図）。沖縄気象台では「長期間の高温に関する沖

縄地方気象情報」を発表して、農作物の管理に十分注意するよう呼びかけまし

た。 

 

 

第 6.4 図 2015 年 11 月の沖縄付近の大気の流れ 

 

  

６．４ 高温（2015 年 11 月）の例 
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沖縄地方の冬季の気温と日照時間は、冬型の気圧配置の強まりと関係があり

ます。2011 年 12 月から 2012 年１月にかけては強い冬型の気圧配置となる日が

多く、沖縄地方は、大陸のシベリア高気圧の張り出しに伴う寒気の影響を受け

やすく、低温と日照不足となりました（第 6.5 図）。このため、冬野菜などの

栽培に影響がありました。沖縄気象台では「低温と日照不足に関する沖縄地方

気象情報」を発表して、農作物の管理に十分注意するよう呼びかけました。 

 

 

 

第 6.5 図 2011 年 12 月 1 日～7 日の海面気圧と 925hPa 気温平年差 

実線：海面気圧（単位は hPa）。カラー：925hPa 気温平年差（単位は℃）、赤色の領域は平

年より高く、青色の領域は平年より低い。 

 
  

６．５ 低温と日照不足（2011 年 12 月～2012 年 1 月）の例 
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ペルー沖の海域で海面水温が平年に比べて高い状態が続くことをエル

ニーニョ現象と呼び、同じ海域で海面水温が平年に比べて低い状態が続く

ことをラニーニャ現象と呼びます。ひとたびエルニーニョ現象やラニーニ

ャ現象が発生すると数か月から１年以上にわたって継続し、日本を含めた

世界各地に通常とは異なる天候が現れやすくなります。沖縄地方では、例

えば、エルニーニョ現象が発生している時は春に高温傾向、秋に低温傾向

になるなどの影響がみられます。 

  

エルニーニョ現象時の海面水温の例 ラニーニャ現象時の海面水温の例 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エルニーニョ現象・ラニーニャ現象発生時における沖縄地方の天候の特徴 

エルニーニョ現象・ラニーニャ現象とは   コラム 
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７ 気象データや天候のまとめの入手方法 

 気象庁ホームページでは、過去の気象データや気温予測データを取得するこ

とができます。ここでは、過去の気象データの取得先として「過去の気象デー

タのダウンロード」、週間天気予報より先の長期の期間に関する気温予測デー

タとして「最新の確率予測資料」を紹介します。これらの気象データは、気象

庁ホームページの「気象情報を活用して気候の影響を軽減してみませんか？」

から入手できます（第 7.1 図）。 

 

 

第 7.1 図 「気象情報を活用して気候の影響を軽減してみませんか？」のページの見方 

㉑ https://www.data.jma.go.jp/gmd/risk/index.html 

 

  

https://www.data.jma.go.jp/gmd/risk/index.html
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全国の気象台や地域気象観測所（アメダス）の昨日までの気象観測データを、

地点、項目、期間を選び抽出できます（第 7.2 図）。 

 

 

 

 

 

 

結果は画面に表示、または CSV ファイル（表計算ソフト等で処理がしやすい

ファイル形式）としてダウンロードできます。ページの右端には「このページ

の使い方」、「よくある質問」、「CSV ファイルの形式」といった利用のための解

説ページもあります。合わせてご利用ください。 

 

 

第 7.2 図 「過去の気象データ・ダウンロード」 

㉒ https://www.data.jma.go.jp/gmd/risk/obsdl/ 
 

  

 

過去の気象データ・ダウンロード 

取得できるデータの特徴 
・複数地点の複数項目も一度に選択できます。 

・指定した日数の平均や合計を集計して取得できます。 

・平年値（1981 年～2010 年の 30 年平均値）とその比較や最近の指定した年

数で平均（例えば 5年平均値）した値との比較ができます。 

７．１ 過去の気象データの取得先「過去の気象データのダウンロード」 

https://www.data.jma.go.jp/gmd/risk/obsdl/
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出力した例として、那覇と石垣島の日平均気温・降水量を 2017 年 4月 1日～

10 日まで表示した結果を紹介します（第 7.3 図）。 

 

 
第 7.3 図 「過去の気象データ・ダウンロード」のデータの出力例 

 

  

表示例 
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「最新の確率予測資料」と「過去の 1か月予報気温ガイダンス（＊）データ・

ダウンロード」を紹介します。 

＊ガイダンス：予報要素を直接示す予測資料で、予報を手引き（ガイド）す

る資料。 

週間天気予報より先の長期の期間についての気温の定量的な予測情報は、

「最新の確率予測資料」からダウンロードできます（第 7.4 図）。那覇、名護、

久米島、南大東島、宮古島、石垣島、与那国島の 7地点を選択することができ

ます。利用方法の具体的な例として、コラム「カンシャコバネナガカメムシの

防除適期」をご覧ください（52～60 ページ）。 
 

第 7.4 図 最新の確率予測資料 

図は予測資料（1 か月予報）。1 か月予報の予測資料は毎週木曜日の午前 9 時 30 分

頃に、2 週間気温予報の予測資料は毎日午前 9 時 30 分頃に更新します。 

 
予測資料（2 週間気温予報） 

㉓  

https://www.data.jma.go.jp/gmd/risk/probability/guidance/csv_k2w.php  

予測資料（1 か月予報） 

㉔ 
https://www.data.jma.go.jp/gmd/risk/probability/guidance/index_k1.php?n=47936#title 

  

最新の確率予測資料 

７．２ 気温予測データの取得先 

https://www.data.jma.go.jp/gmd/risk/probability/guidance/csv_k2w.php
https://www.data.jma.go.jp/gmd/risk/probability/guidance/index_k1.php?n=47936#title
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「最新の確率予測資料」の予測データがどの程度有効かを事前に確認するた

めに、「過去の 1 か月予報気温ガイダンスデータ・ダウンロード」から、過去

に発表された予測データを取得することができます（第 7.5 図）。このツール

で表示できる気温の予測データはCSVファイルとしても取得することができま

すので、生育予測に関する現場で用いるシステムに組み込むことや、表計算ソ

フト等で表示して調査への利用に便利です。 

お手持ちのデータ（農業や各種産業等のデータ）を用いれば、予測データの

利用価値を定量的に確認することができます。 

 

 
第 7.5 図 過去の 1 か月予報気温ガイダンスデータ・ダウンロード 

㉕ https://www.data.jma.go.jp/risk/fcstdl/ 

 

  

過去の１か月予報気温ガイダンスデータ・ダウンロード 

https://www.data.jma.go.jp/risk/fcstdl/
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 沖縄気象台では、旬・月・季節・年ごとの天候のまとめを作成し、ホームペ

ージに掲載しています。また、災害を引き起こした顕著な現象についても取り

まとめ、年に１回公表しています（第 7.1 表） 
 

第 7.1 表 刊行物の種類、内容、発表日 

 
沖縄県農業気象旬報 

㉖ https://www.jma-net.go.jp/okinawa/data/tenko/nougyo.html 

沖縄地方の天候 

㉗ https://www.jma-net.go.jp/okinawa/data/tenko/tenko.html 

沖縄地方顕著現象報告 

㉘ https://www.jma-net.go.jp/okinawa/data/kencho/lastyear.html 

 

  

種類 主　な　内　容 発表日

沖縄県農業気象旬報 沖縄県内の旬ごとの天候経過と、気象観測統計値 旬の最初の平日

沖縄地方の天候
（月のまとめ）

沖縄県内の旬・月ごとの天候経過と、気象観測統計値 月の最初の平日

沖縄地方の天候
（季節のまとめ）

沖縄県内の季節（春・夏・秋・冬）ごとの天候経過と、気象観測統計値
（３か月毎）

月の最初の平日

沖縄地方の天候
（年のまとめ）

沖縄県内の年ごとの天候経過のまとめ（台風含む）と、気象観測統計値
速報版は12月下旬

確定版は１月最初の平日

沖縄地方顕著現象報告
（年のまとめ）

沖縄県内で災害を引き起こした現象（暴風・豪雨・地震等）の
概要等の取りまとめ

３月下旬頃

７．３ 過去の沖縄地方の天候や災害を引き起こした現象の刊行物 

https://www.jma-net.go.jp/okinawa/data/tenko/nougyo.html%20
https://www.jma-net.go.jp/okinawa/data/tenko/tenko.html
https://www.jma-net.go.jp/okinawa/data/kencho/lastyear.html
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気象庁ホームページでは、農業に役立つ気象情報をまとめた「農業気象

ポータルサイト」を公開しています。農業と気象の関係の特性を踏まえ、

①「営農活動に役立つ気象情報」を気象要素で整理した内容と②「屋外活

動において身を守るための知識や気象情報」をテーマで整理した内容でそ

れぞれ掲載しています。リンク欄には、農林水産省ホームページの技術指

導通知ページのリンクを設けています。 

 

気象情報の理解

に役立つ「知識・解

説」のページや「農

業技術の基本指針

（農林水産省）」の

「主要作物の災害

対策技術向上の基

本的留意事項」への

リンクを用意して

います。また、関連

該当する気象要

素・作物の災害対策

技術情報への農林

水産省のホームペ

ージのリンクも用

意しています。 

 

 

  

 

 
農業気象ポータルサイト 

https://www.jma.go.jp/jma/kishou/nougyou/nougyou.html 
 

農業気象ポータルサイト          コラム 

https://www.jma.go.jp/jma/kishou/nougyou/nougyou.html
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 農業気象ポータルサイトで、2 週間先までに平年より高温となるか

どうか調べ、水稲の高温対策を調べる場合の流れを紹介します。  

 
 

農業気象ポータルサイトの利用方法例 
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８ 気候情報と農業技術支援情報の連携について 

農業気象災害防止・軽減に向けて、気象台が発表した気象情報と沖縄県（農

業関係機関）が作成した技術情報や農業者への技術支援の事例を紹介します。

第 8.1 節では、過去どのようなタイミングで気象情報が発表され、どのように

農業者への技術支援が行われたのかを整理しました。第 8.2 節では、今後、平

年と異なる天候が予想された際に見込まれる一連の情報の流れを示します。 

 

 

 

2015 年 11 月～12 月の高温の例について説明します。2015 年 11 月は平年に

比べ南からの暖かい空気が流れ込みやすかったため、沖縄地方の平均気温はか

なり高く、統計を開始した 1946 年以降最も高い値を更新しました。 

この高温について、気象台が発表した気象情報と沖縄県病害虫防除技術セン

ターが作成した技術情報と農業者への技術支援について第8.1表に時間の経過

に沿って整理しました。 

 
第 8.1 表 2015 年 11 月～12 月に高温となった際の気象台が発表した気象情報と 

農業関係機関が作成した技術情報と農業者への技術支援 

年月日 
2015 年 11 月 

26 日 30 日 ･･･ 

気象台が 
発表した 
気象情報 

●週間天気予報（毎日発表） 
最高気温・最低気温はともに平年よりかなり高い所がある。 

●高温に関する異常天候早期警戒情報（11/26）（※）  
12 月 2 日頃からの 1 週間は、気温が平年よりかなり高くなる確率 30％以上の見込み。  

●１か月予報（毎週木曜日） 
向こう 1 か月の前半は、気温がかなり高くなる可能性がある。 

沖縄県が 
作成した 
農業技術 
情報 

  

●かぼちゃにおけるモザイク病の防除対策について（11/30）  
（沖縄県病害虫防除技術センター 平成 27年度・技術情報第３号）  
向こう１か月の前半は気温が高くなる可能性があり、媒介虫であるアブラム
シ類の発生しやすい状況にある。 
●平成 27年度病害虫発生予報第 9 号（12 月予報）（11/30）での注意喚起  
●防除現場への高温に備えた技術対策指示  

農業者へ 
の技術 
支援 

  

現地指導や現地観察などでの注意喚起  
<防除対策> 
●アブラムシ類の早期発見・早期防除 
●アブラムシ類の発生源となる圃場周辺の雑草を除去する。 
●圃場周辺をネット等で囲いアブラムシ類の飛来を防止する。 
●発生株は抜き取りビニール袋等で密閉処理し、圃場外で処分する。 
●汁液感染するので、ハサミや手の消毒、洗浄を行う。 
●収穫後の残さはアブラムシ類の発生源となるので速やかに片付ける。 

８．1 過去の対応例 

（※）「異常天候早期警戒情報」は、2019 年６月に「早期天候情報」に変わりました。 
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次に 2013 年夏季の少雨の例について説明します。沖縄地方は 2013 年 6月か

ら 9月にかけて、太平洋高気圧に覆われて晴れの日が多く降水量の少ない状態

が続きました（36ページ）。この少雨の際の農業者への技術支援について第 8.2

表に整理しました。 

 
第 8.2 表 2013 年夏季に少雨となった際の気象台が発表した気象情報と 

農業関係機関が作成した技術情報と農業者への技術支援 

年月日 
2013 年 6月 7 月  8 月 9 月 

14 日 18 日 28 日 ･･･ 26 日 ･･･ 

気象台が 
発表した 
気象情報 

 

●少雨に関する沖縄地方気象情報（6/14） 

降水量の少ない状態は今後 1 週間程度続く見込み。 

 （以降も 6/28、7/16、8/7、8/23、9/6、9/24 に発表） 

●週間天気予報（毎日発表）         

 降水量は平年より少ない見込み。 

 

沖縄県が 
作成した 
農業技術
情報 

  

 

●さとうきびにおけるバッタ・イナゴ類の防除対策について」 

（沖縄県病害虫防除技術センター 平成 25年度・技術情報第 1 号） 

梅雨明け以降はバッタ・イナゴ類の成虫が増加する時期にあたり、干ばつが続

くと多発生しやすく、さとうきびの減収被害をもたらします。 

 

  病害虫発生予報第 4号（7 月予報）（6/28）での注意喚起 

  病害虫発生予報第 5号（8 月予報）（7/26）での注意喚起 

農業者へ 
の技術 
支援 

  

 

現地指導や現地観察などでの注意喚起 
<防除対策> 

●圃場周囲の雑草は若齢幼虫の好適な餌となるため、除去に努める。 

●常発地域においては、圃場および圃場周辺の見回りを行い、幼虫の早期発見

に努める。 

●成虫を防除する時は活動が鈍い早朝に一斉防除を行うと効果的。 

●薬剤散布の際は近隣作物への飛散に注意すること。 
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平年と隔たった天候が発生することが見込まれた場合、農作物の種類や生育

状況に応じて、影響を受ける気象の条件や取るべき対策が変わります。気象情

報の流れを把握しておくことは、効果的に営農現場での対策を検討することが

できる可能性があります。ここでは、高温となる 1か月前から高温の期間まで

のそれぞれのタイミングで発表する気象情報の一般的な流れを示しています

（第 8.1 図）。 

気象台では、2週間先までに気温がかなり高温と予想される際には、「高温に

関する早期天候情報」を発表します。また、農作物の生育に影響を与えるよう

な高温が概ね 2週間以上の長期にわったて続くことが予想される場合は「長期

間の高温に関する気象情報」を発表して、これまでの気象状況と今後の見通し

についてお知らせします。 

 

第 8.1 図 高温による影響が見込まれた際の各種情報の流れと対策 

夏における高温の影響が見込まれた際の各種情報の流れと対応例

農業技術情報に
用いる情報

高温期間となる
2週間程度前

高温期間となる
数日前

気温経過のイメージ
と高温に関する情報

の
発表タイミング

定期に発表する
予報など

普及センター等の
農業者への技術指導

〇事後対策
　・技術支援実施
　・相談窓口設置

事前対策のための農業技術情報　予防のための農業技術情報
　　　　　〇予防対策
　　　　　　・検討会等を通じて技術対策を周知
　　　　　　・農業関係機関と連携して技術指導を実施

高温期間

農業関係機関が作成する情報等や営農現場での対策は、気象条件だけではなく農作物の種類や生育状況等によって影響の大きさや取るべき対策が
異なることから、必ずしもことのとおりではありません。

県など農業機関等が
作成する情報と伝達

・応急対策のための農業技術指導
・緊急調査、対策の計画
・予防対策のための技術情報と指導

〇必要と認める場合に随時実施する対策、作成する情報や行動

予想気温

気温平年値

2週間気温予報（毎日）、1か月予報（木曜日）、3か月予報（毎月25日頃）など

天気予報、週間天気予報（毎日）

地方・府県高温注意情報（随時）

情報の対象期間

情報の対象期間

長
期
間
の
高
温
に

関
す
る
気
象
情
報

高
温
に
関
す
る

早
期
天
候
情
報

定期の技術対策情報：高温対策 圃場調査、農業技術情報の必要性の検討

8．2 平年と異なる天候が予想された際の対応例 
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向こう 2 週間・１か月の気温予測データを活用し、さとうきびの害虫で

あるカンシャコバネナガカメムシ（地域によっては、ガイダー、チンチバ

ックと呼ばれる。以下「ガイダー」と呼ぶ）の防除適期の予測を行ってい

ます。ガイダーの防除適期の予測は、毎年 3 月に沖縄県病害虫防除技術セ

ンターが発表する「病害虫発生予察技術情報」の中で提供されています（第

C1図）。 

 

 

第 C1 図 病害虫発生予察技術情報（ガイダーの防除適期について） 

平成 31 年 3 月 18 日 沖縄県病害虫防除技術センターより 

カンシャコバネナガカメムシの防除適期   コラム 
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ガイダーの防除は、農薬の効きにくい卵や成虫がいない時期が最適です。

卵は 2月下旬頃からふ化し始め、4月中旬から下旬にほとんどふ化し終わり、

その数週間は成虫もほとんどおらず、さとうきびの草丈が低いため農薬を

散布するのに適しています。第 C2図の赤い部分が最も薬剤散布に適した時

期です。この時期は卵がすべてふ化する時期を予測することで算出されま

す。2月 1日を起点として、日平均気温が 13℃を上回った温度（2月 1日が

16.9℃だった場合は 3.9℃）を累積し、480℃を超えた日が防除に最適の日

となります。その前後１週間が防除適期に含まれます。 

 

 

第 C2 図 ガイダーの防除適期 
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ガイダーの防除適期予測を例として、気象庁ホームページからデータの

取得方法と防除適期を計算するためのデータの利用方法を紹介します。 

 

１． 気象庁ホームページから「各種データ・資料」をクリックします（第

C3図）。 

 

第 C3 図 気象庁ホームページ 

㉚ https://www.jma.go.jp/jma/index.html 

２． 「確率予測資料」をクリックします（第 C4図）。 

 

第 C4 図 気象庁ホームページ（ホーム>各種データ・資料） 

 

1.クリック 

2.クリック 

https://www.jma.go.jp/jma/index.html
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２週間気温予報の場合 

３.１ 予測資料（2週間気温予報）の「確率予測資料（CSV 形式）取得ペ

ージ」をクリックします（第 C5図）。 

３.２ 「地域：沖縄地方」と「地点：那覇」、「初期値：“最新の日付”」

を選択します（第 C6図）。 

３.３ 「ファイルのダウンロード」をクリックします（第 C6図）。 

３． 2 週間気温予報と 1か月予報のデータをダウンロードします。 

 

 

第 C5 図 気象庁ホームページ（ホーム>各種データ・資料>地球環境・気候>気象情報を

活用して気候の影響を軽減してみませんか？>向こう 2 週間・1 か月の予測資料） 

 

 

第 C6 図 気象庁ホームページ（ホーム>各種データ・資料>地球環境・気候>気象情報を

活用して気候の影響を軽減してみませんか？>向こう 2 週間・1 か月の予測資料>確率予

測資料（2 週間気温予報）） 

3.3 クリック 

3.2 選択 
3.2 選択 

3.1 クリック 
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１か月予報の場合 

３.１ 予測資料（1か月予報）の「最新の確率予測資料（累積確率・確率

密度分布図）」をクリックします（第 C7図）。 

３.２ 「地域：沖縄地方」と「地点：那覇」、「初期値：“最新の日付”」

を選択します（第 C8図）。 

３.３ 「ファイルのダウンロード（CSV 形式）」をクリックします（第 C8

図）。 

 

 

第 C7 図 気象庁ホームページ（ホーム>各種データ・資料>地球環境・気候>気象情報を

活用して気候の影響を軽減してみませんか？>向こう 2 週間・1 か月の予測資料） 

 

 

第 C8 図 気象庁ホームページ（ホーム>各種データ・資料>地球環境・気候>気象情報を

活用して気候の影響を軽減してみませんか？>向こう 2 週間・1 か月の予測資料>確率予

測資料（１か月予報）） 

 

  

3.1 クリック 

3.3 クリック 

3.2 選択 3.2 選択 



 

  57  

２週間気温予報の場合 

CSV ファイルの各列に格納されているデータは第 C1表のとおりです。K

列に「予測値の平年からの差」、HG列に「平年値」が表示されています。 

４． データフォーマットを確認します。 

 
第 C1 表 CSV ファイルのフォーマット（2 週間気温予報） 

 

 

 

第 C9 図 CSV ファイルの見方（2 週間気温予報） 
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１か月予報の場合 

CSV ファイルの各列に格納されているデータは第 C2表のとおりです。K

列に「予測値の平年からの差」、EY列に「平年値」が表示されています。 

 

第 C2 表 CSV ファイルのフォーマット（１か月予報） 

 

 

 

第 C10 図 CSV ファイルの見方（1 か月予報） 
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２週間気温予報の場合 

ガイダーの防除適期の予測に用いる気温の予測値（絶対値）は「平均

気温の（HG の値＋K の値）÷10」をした値です。有効積算気温の計算に

必要な 5 日毎の予測値（例：3/20、3/25、3/30 からの期間）を抜き取り

ます（第 C11 図）。 

１か月予報の場合 

ガイダーの防除適期の予測に用いる気温の予測値（絶対値）は「（EY

の値＋Kの値）÷10」をした値です。1か月平均の予測値（例：3/17～4/13）

を抜き取ります（第 C12 図）。 

５． ガイダーの防除適期を計算するために必要なデータを抜き取ります。 

 

 
第 C11 図 データの利用方法（2 週間気温予報） 

 

第 C12 図 データの利用方法（1 か月予報） 

 

６． 表計算ソフトを使って、2 週間気温予報と１か月予報のデータを貼り

付けます（第 C13 図の「データの整理」）。 

７． 2 週間気温予報を用いてガイダーの防除適期を計算します。2 月 1 日

を起点として、日平均気温が 13℃を上回った温度（2月 1日は 16.9℃

なので 3.9℃）を累積し、防除適期の目安となる 480℃に達する月日

を求めます（第 C13 図の「2週間気温予報を用いた有効積算温度」）。

例では、2018 年 3 月 19 日までは観測値を用います。2 週間気温予報

の予測対象期間の 3 月 20 日から 4 月 3 日は予測値を用いて、予測対
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象期間の後（4月 4日以降）は平年値を用いています。480℃に達する

日は 4月 21 日となりました。 

８． 1 か月予報も同様に計算します（第 C13 図の「1 か月予報を用いた有

効積算温度」）。1か月予報の予測対象期間の 3月 20 日から 4月 13 日

は予測値を用いて、予測対象期間の後（4月 14 日以降）は平年値を用

いています。480℃に達する日は 4月 21 日となりました。 

 

 

第 C13 図 ガイダーの防除適期の計算 
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9 気象情報に関する窓口 

 

098－833－4290 

https://www.jma-net.go.jp/okinawa/index.html 

 

 

 

 

0980－72－3051 

https://www.jma-net.go.jp/miyako/ 

 

 

 

 

0980－82－2159 

https://www.jma-net.go.jp/ishigaki/ 

 

 

 

 

09802－2－2006 

https://www.jma-net.go.jp/daitou/ 

 

 

  

沖縄気象台 

宮古島地方気象台 

石垣島地方気象台 

南大東島地方気象台 

https://www.jma-net.go.jp/okinawa/index.html
https://www.jma-net.go.jp/ishigaki/%20
https://www.jma-net.go.jp/daitou/
https://www.jma-net.go.jp/miyako/%20
https://www.jma-net.go.jp/okinawa/index.html
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参考資料 

沖縄県の農産物産出額 
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「農業に役立つ気象情報の利用の手引き」 

の掲載図表等の利用について 
 

 「農業に役立つ気象情報の利用の手引き」に掲載されている図表・写真・文

章（以下「資料」といいます。）は、第三者の出典が表示されているものを除

き、資料の複製、公衆送信、翻訳・変形等の翻案等、自由に利用できます。た

だし、以下に示す条件に従っていただく必要があります。 
 
・利用の際は、出典を記載してください。 
（出典記載例） 

出典：沖縄気象台「農業に役立つ気象情報の利用の手引き」（令和 2 年 3 月）

より 
 
・資料を編集・加工等して利用する場合は、上記出典とは別に、編集・加工等

を行ったことを掲載してください。また編集・加工した情報を、あたかも沖縄

気象台が作成したかのような様態で公表・利用することは禁止します。 
（資料を編集・加工等して利用する場合の記載例） 

沖縄気象台「農業に役立つ気象情報の利用の手引き」（令和 2 年 3 月）をも

とに○○株式会社作成 
 
・第三者創作図表リストに掲載されている図表または第三者の出典が表示され

ている文章については、第三者が著作権その他の権利を有しています。利用に

あたっては、利用者の責任で当該第三者から利用の許諾を得てください。 
 

第三者創作図表リスト 

 
ページ タイトル 備考 

52, 53 病害虫発生予察技術情報（ガ

イダーの防除適期について） 

沖縄県病害虫防除技術センター「病

害虫発生予察技術情報（平成 31年 3

月 18 日）」より 

62 沖縄県の農産物産出額 沖縄県農林水産部「沖縄の農林水産

業（平成 31年 3月）」より 
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 お問い合わせ先 

内容等についてお気付きの点がありましたら、下記までご連絡ください。 

 

沖縄気象台 地球環境・海洋課 

〒900-8517  

沖縄県那覇市樋川 1-15-15 

那覇第一地方合同庁舎 6階 

電話 098-918-4012 
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